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表1 マサバ筋肉油
番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7

体　長
（cm）

体　重
（g）

採油法

3
1
工
9
9
9
3
1
9
9
7

3
3
3
2
2
2
3
3
2
2
2

9991’抽出法

738

827

691

680

677

〃
〃
〃
〃
〃

990煮取法
860

685

680

55ユ

司

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

採油率
（O／e）

採油日

2
2
2
1
1
1
9
9
9
9
8
6
6
6
6
7
7

1
「
⊥
「
⊥
1
「
⊥
「
⊥

ユ956．8．2

1966．8．2

1956．8．2

1956．8．2

1956．8．2

1956．8．2

二L956．8．2

1966．8．2

1966．8．2

1956．8．2

ユ956．8．2

1956．8．17

．1956．8．18

1957．3．　6

195フ．3．　7

！957．7．20

1957．7．21

比　重
（200C）

O．9314

0．9310

0．9316

0．9318

0．9312

0．9310

0．9316

0．9308

0．9310

0．9314

0．9316

0．9310

0．9298

0．9290

0．9300

0．9291

0．9306

屈折率　酸価
（200C）i

工．4808

1，4806

1．4810

1．48工2

1．4806

1．4809

ユ．4811

1．4808

1．4810

1．4810

1．4810

1．4808

1．4797

1．4794

1．4801

1．4794

1．4808

ケン化価

0
5
2
0
8
0
0
0
5
2
0
4
5
6
6
4
5

3
3
3
3
3
3
4
・
4
4
4
4
3
6
0
8
7
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
⊥
「
⊥
「
⊥

1
1
9
2
9
1
9
9
0
9
8
7
3
4
7
9
4

9
9
8
9
8
9
8
8
9
8
8
9
9
9
8
8
8

1
1
一
丁
丁
ユ
ー
l
1
1
ー
ユ
ユ
ー
l
一
工

ヨウ素価
（注。）

備考

a注
“

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
勘
〃

〃
〃
〃
〃

注　a）：魚獲場所，五島灘大ガマ島沖合，漁獲後8時間以内に採油

　　b）：魚獲場所不明，佐世保市内にて購入し，直ちに採油，原料！～3尾

　　c）：ウィイス法1）による．

表2 ゴマサバ筋肉油
番号

8
9
0
工
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3

体　長
（cm）

体　重
（の

採油法 採油率
（o／o）

採油日 比　重　屈折率
（200C）1　（200C）

酸価 ケン化価 ヨウ素価
（注。）

備考

，，1、，。9。｛縮法i

32

R0

Q9

R2

Q9

Q9

Q9

o
｛

913
7fgi

6eq

i661

6711

664

〃
〃
〃

9り6煮取法

」

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

抽出法

13o956・8・2

：L2　1956．8．　2
・・；・956．8．2

　　10　1956．8．　2
　1
91L956．8．2
gl　1956．8．2

　「

91956．8．2
　！

91956．8．2
　　

7　ユ956．8．18
7！！956．8．、8

6　ユ957．3．　8

61！957・3・8

7i1957．7．23

　　
、Il　ll：；：；：髪

　｝

O．9294

0．9294

0．9296

0．9296

0．929B

O．9298

0．9300

0．9293

0．9294

0．9280

0．9293

0．9299

0，9302

0．9326

0．9309

1．4795！
，．4，S4（

　　　d
1．4795
114isgl

l．47gnol

工．47961

　　　’
i，4801

1．4796

’ユ．4794

11sgzi

　　　‘
1．4789

3
6
6

2
2
3
3．0Pi
l
i
i，gl：ti

駕
1．4sol（　13．sl

l．48121　4．3

　　　　5．41．4810
　　　1　一一1

6
8
8
7
5
7
6
6
6
3
5
7
5
4
5

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
、
8
8
8

ユ
ー
l
l
エ
エ
ユ
ー
ユ
ユ
ユ
ー
l
l
1

153

155

1551

153

ユ51

ユ53

151

151

ユ53

158

ユ60

ユ5811
g
l
l
157

ユ61

a注
〃

〃
〃
〃
〃
〃

　
b

“
注
〃
“
〃
“
“
〃

注a，b，　c）　表1と同じ．

法により展開する．展開剤はメタノール3＋石油炭化水素1或いはメタノール3＋アセトン1＋石油炭化水
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素1を用いた．移動相の先端は原点より30N33cmのところとした．また展開は常に19±2。Cの室内で行な

った．

　展開終了後直ちに発色液．（0．2％プロムクレゾールグリーンアルコ・・一・・ル溶液をアルコールカリによp弱ア

ルカリ性（青色，pH　7・v　8）としたもの）を噴霧すれば脂肪酸は青地に黄色のスポットとなって現出する・

その結果および石油炭化水素で処理しない濾紙を用い，同様に展開した場合の結果を表3に示した．

　　　　　　　　　　　　　　表5　標準脂肪酸のRf値

酸 名

butanoic　acid

hexanoic　a・

octanoic　a・

decanoic　a・

qodecanoic　a・

tetradecanoic　a．

hexadecanoic　a．

pctadecanoic　a．

elcosanolc　a．

docosanoic　a・

（慣用　名）

（酪　　、　酸）

（・カプロン　〃　）

〈カプリル〃、

（カプリンtt，）

（ラウリン〃）

（ミリスチン〃）

（パル．ミチン〃）

『（ステアリン〃）

（アラキン〃）

（ベ　ヘ　ン〃）

固定相：石油炭化水素 1固定相：水（濾紙未処理）

展開剤工

O．78

0．74

0．6B

O．62

0．55

e．47

0．38

0．20

0．14

0．Il

展酬皿候開剤・降二二
O．81

0．79

0．76

0．69

0．61

0．52

0．44

0．33

0．21

0．14

O．90

0．88

0．88　i

O．87　l

　　　e
O．8工

O．77

0．63

0．4B

O．38　．

O．31

O．91

0．91

0，88

0．88

0．85

0．82
0．’

U6

0．51

0．40

0．33

　　注：展開剤1はメタノール3＋石油炭化水素1

　　　　展開剤皿はメタノール3＋アセトン1＋石油炭化水素1

　4，2。硬化魚油脂肪酸のペーパ’クロマトグラフィー・．

実験3によって得た脂肪酸の10％石油炭化水素溶液について実験4，1’ ﾆ同様のペーパークtTマトグラ

フィーを行なった結果を表4および表5にしめした．また表3と比べて，存在する脂肪酸を表6にしめした．

　　　　　　　　　　　　層表4　マサバ硬化油脂肪酸のRf値

’番 『号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
E
1
3
、
1
4
1
5
1
6
1
7

固定相　石油炭化水素
展　開　剤＝工 展　開　剤　III

固定相　水　（濾紙未処理）

展開剤　］fi展欄剤　皿

0．ILOノ》0．ユ5，　0．22’》0．49

　　　　　　0．20ハゾ0．47

0．10．vO．16，　O．24．一vO．47

　　　　　　0．23No．4s

O．10．vO．15，　O．20，vO．47

0．IO．vO．15，　O．20，vO．47

　　　　　　Q．20．vO．47

　　　　　　0．20NO．47

　　　　　　0．2エノ》0．46

　　　　　　0．23NO．46

　　　　　　0．2niNO．47

　　　　　　0．21NO．47

　　　　　　0．20・vO．49

　　　　　　0．23NO．38

　　　　　　0．24．vO．42

　　　　　　0．21．vO．47

　　　　　　0．21，vO．48

…5一・・2ユ…3・一・・65］

　　　　　　O．29NO．55

0．14，vO．21，　O．30．vO．54

　　　　　　0．29．vO．55

gilgZ8iZli　8i18：09i：一il

　　　　　　O．3ニレ》0．55
　　　　　　6．30．vo．ssl

　　　　　　O．3二L戸》O．55

　　　　　　0．32．vO．55

　　　　　　0．3！NO．56

　　　　　　0．3：レ》0．55

　　　　　　8i3，±：gig21

　　　　　　0．33．vO．55

　　　　　　0．33NO．S51
o．33No．ssl

O．30NO．76
　　　　　dO．50．vO．76

0．30．vO．76
　　　　　1
0．50．vO．76
　　　　　’
O．29NO．76
　　　　　1
0．29．vO．76
0．30．・．O．76i

　　　　　4
0．31NO．76
615g．v6．i61

　　　　　i
g13，g：gligl

　　　　　f
O．50NO．76

0．30・vO．77

0．50．vO．76

0．51ハピ，0．77

0．50・vO．76

0．50，vO．77

O．30－h．O．80

0．50．vO．85

0．30NO．80

0．50．vO．85

e．30・vo．so

O．30NO．80

0．34．vO．80

0，32ん’O．80

0．34，vO．80

0．34NO．80

0．30NO．80

，0．50NO．80

0．34．vO．80

0．50NO．80

0．50，vO．85

0．50．vO．84

0．51．vO．84

注：展開剤1はメタノール3＋石油炭化水素1
　　展開剤丑はメタノール3＋アセトン1＋石油炭化水素1
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表5 ゴ『マサバ硬化油脂肪酸のRf値

番 号
固定相：石油炭化水素

展　開　剤　1

8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

工
1
、
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3

O．IO，一vO．49

0．Il，”vQ．49

0．14．vO．48

0．Il．vO．47

0．IO．vO．49

0．15．vO．47

0．15，vO．47

0．14．vO．47

0．14NO．46

0．15．vO．46

0．15．vO．46

0。二L5～0．46

0．15・一vO．46

0．15．vO．47

0．Il．vO．49

展　開　剤　皿

O．15．vO，55

0．15，vO．65

0．15，vO．66

0．15，vO．54

0．14NO．54

0．20，vO．48

0．19NO．49

0．20・vO．48

0．．21・vO．48

0．17．vO．48

0．20NO．47

0．20AvO．47

0．21，vO．47

0．2！一vO．47

0．15・vO．50

固定相：水（濾紙未処理）

展　開　剤　1 展　開　剤　∬

O．30．vO．80

0．30．vO．80

0．31，一vO．80

0．30，vO．78

0．30NO．80

0．40，一vO．69

0．39．vO．69

0．40，vO．76

0．39NO．77

0．38．vO．68

0．39NO．67

0．39．vO．68

0．39．vO．76

0．40．vO．68

0．30NO．78

9・31・vO．82

0．33．vO．83

0．31NO．82

0．30NO．80

0．30NO．82
0’ D　40NO　．　70

0．39．vO．70

0．39，vO．80

0．39tvO．80

0．4ρハノ0．71

0．39・vO．71

0．39ハソO，72

0，39．vO．79

0．40NO．72

0．30NO．82

注：展開剤1はメタノール3＋石油炭化水素1，

　　　展開剤：Eはメタノール3＋アセトン1＋石油炭化水素1．

表6 マサバ，ゴマサバ硬化油の脂肪酸組成

譜
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1

マ サ　　バ　　硬 化 油

固定相・石猷化繍固定野 水

展開剤1　　展開剤皿　　展開剤1 蘭霊廟 臨騙
バ　硬　化　油

C　14．v22！

C14．v181

C　14　．v22

C14tv18

C　14．v22

C　14　，v22

C14．v18

C　14　N，18

C　14．v18

C　14．v18

C14’》工8

C工4～，18

C　14．v18

C　16，v18

C　i6’》ユ8

C　14．v18

C工4’》ユ8

　　　　　｛

C　14．v22
　　　　　‘
C　14，v18
　　　　　1
C　14．v22
　　　　　’
C　14．v18

C　14N22
　　　　　1
C14．v22
　　　　　’
C　14N18
　　　　　i
C　14．v18
　　　　　1
C　14・v18
　　　　　1
C14’》工8
Cエ4一，エ8｝

　　　　　1

C14～ユ8
C　14，v281

　　　　　1

C　14N18
Cユ4，》ユs1

614．．algl

Cユ4一・P

C　14N22

C　14N18

C　14．v22
Cエ4，》181

C　14　．v22

C　14．v22

C14N22
C　14N22

C　14N20

C　14，v22

C　14，v22

C　14．v18

C：L4《ノ22

C14’》工8

Cユ4～ユ8

C14・v18

C14．v18

C　14．v22

C　14N22

C　14Av22

C工4～22

C　14．v22

C　14．v22

C　14，一“，181i

C　14．v22

C14Av181］

Cユ2～ユ8

C　12．v！8

C工2～18

　　　　　ll

C　14N22
11iliiiil

Cエ4－22
P
…

8
9
0
エ
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3

固　定　相：水

球開局麟剤・申開細
　　　　　（

C14N221
　　　　　j

：1謝

C　14．v22

C　14N22

C14Ab，20

C　14N20

C　14．v20

C　14N20

C　14N20

C　14．v20

C　14．v20

C　14．v20

C　14N20

C　14N22

　　　　　i

C　14・v22
　　　　　1
C　14　，v22］

c　14N221

C　±4．v22

　　　　　t
C　14　．v22

　　　　　十
C　14，v20
　　　　　，

C14・v20
　　　　　1
C　14N20
　　　　　1
C工4’》20

　　　　　1
9M’v3il

C　16．v20
　　　　　十

C16tv20
Cユ6．．2。！

　　　　　1
C　16．v20
　　　　　s
Cユ4’》22i

C　12．v22

C12．v22

C　12．v22

C14．v22

C　12N22

C16，v20

C16．v20

C14・v20

C14．v20

gi，g：：8」

C　16，v20

Cユ4’》20

C工6～20

C　i4．v22

C14N22
C　14，v22

C14Av22

C　14．v22

C　14N22

C16Av20

C16N20
C　14tv20

C　！4N20

C　16，v20

C　16，v20

C　16tv20

C14．v20

C　16．v20

C　14－v22

注：表4，5の値が表3の中間の値をしめすものは近い方をとった．

　　　両方ともとった．展開剤は表3と同じ．

また2つの値の平均値をしめすときは
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　このようにマサバ硬化油，ゴマサバ硬化油の脂肪酸を展開した場合，そのスポットは拡散して隣接するス

ポットと連続し帯状となることが多く，各々独立したスポットが見られるのは僅か二，三の例にすぎなかっ

た．しかし1表3と比較してそのスポットのRf値から，相当する脂肪酸を知ることが出来た（表6）．即ち，

マサバ硬化油については，ほとんどすべての例にC14，　C16，　C18の脂肪酸が含まれ，僅かにC　12，　C20，

C22の脂肪酸を含む例があること，ゴマサバ硬化油については，　C16，　C18，　C20の脂肪酸は全例中に含ま

れ，一部にC12，　C14，　C22の脂肪酸を含む例があることがわかった．

　またマサバ硬化油においてはC14，　C16，　C18の脂肪酸に相当するスポットが，ゴマサバ硬化油において

はC16，　C18，　C20の脂肪酸に相当するスポットが，極めて顕著に現われ，従ってこれらの脂肪酸が主成分

をなしていることがわかった．

　終りに実験に助力された崎山直樹君に謝意を表する．
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